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麻雀再開しました。絶賛面子募集中
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東京都福祉サービス第三者評価  評価結果

　

す
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
っ

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
２
０
１
５
年
度
（
平
成
27
年
度
）
第

三
者
評
価
の
結
果
を
掲け

い
さ
い載

し
ま
す
。
今
年

（
２
０
１
６
年
）
の
１
月
か
ら
３
月
に
か

け
て
調
査
し
、
経
営
（
運
営
）、
サ
ー
ビ
ス
、

職
員
や
会
員
の
意
識
的
な
部
分
、
足
り
な

い
点
や
今
後
の
課
題
に
い
た
る
ま
で
、
仔し

細さ
い
げ
ん
せ
い

厳
正
な
る
調
査
の
結
果
、
か
な
り
の
高

評
価
を
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。

　

「
ほ
っ
と
」
で
は
、
第
三
者
評
価
結
果

概が
い
よ
う
ば
ん

要
版
を
掲
載
し
ま
す
。
評
価
結
果
の
各

項
目
の
詳

し
ょ
う
さ
い

細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
第
三

者
評
価
全
体
版
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
第

三
者
評
価
の
デ
ー
タ
ー
は
、
Ｐ

ピ
ー
デ
ィ
ー
エ
フ

Ｄ
Ｆ
フ
ァ

イ
ル
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
八
王
子
は
、
今
回
の

第
三
者
評
価
の
結
果
に
満
足
す
る
だ
け
で

な
く
、
利
用
者
を
増
や
し
、
そ
の
各
利
用

者
ひ
と
り
ひ
と
り
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
べ
く
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
八
王
子
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
編
集
部
）
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去
る
５
月
19
日
（
火
）
ほ
っ
と
ス
ペ
ー

ス
八
王
子
内
で
、
第
６
回
（
通
算
33
回
）

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
八
王
子
総
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
は
特
に
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
総
会
終
了

後
、
さ
さ
や
か
な
お
茶
会
を
開
き
、
手

作
り
の
ケ
ー
キ
で
無
事
な
総
会
終
了
を

喜
び
ま
し
た
。

　

「
ほ
っ
と
」
で
は
、
第
２
号
議
案
（
活

動
総
括
）、
第
３
号
議
案
（
２
０
１
５

年

度

決

算

表

）、

第

５

号

議

案

（
２
０
１
６
年
度
活
動
方
針
）、
第
６
号

議
案
（
２
０
１
６
年
度
予
算
案
）
を
掲

載
し
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
書
に
つ
い
て
。
文
書
は
、

議ぎ
あ
ん
し
ょ

案
書
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
す
べ

て
総
会
で
承

し
ょ
う
に
ん

認
、
議ぎ

け

つ決
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
内
容
は
総
会
で
採
用
さ
れ
た
も
の

を
「
ほ
っ
と
」
用
に
加
工
し
て
お
り
ま

す
が
、
内
容
の
変
更
は
一
切
い
た
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

第
６
回
総
会
は
、
法
内
移
行
（
障

し
ょ
う
が
い害

者し
ゃ
そ
う
ご
う
し
え
ん
ほ
う

総
合
支
援
法
）
後
６
回
目
の
総
会
と

な
り
ま
す
。
作
業
所
立
ち
上
げ
か
ら
通

算
す
る
と
33
回
め
に
な
り
ま
す
。
（
臨

時
総
会
を
含
む
）

　

第
５
号
議
案
に
あ
り
ま
す
代
表
人
事

に
つ
い
て
で
す
が
、
暫ざ

ん
て
い
て
き

定
的
な
代
表
と

し
て
、
孫そ

ん
ご
め
ん

悟
麺
含
め
２
名
の
共
同
代
表

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
格
的
な
代

表
移
行
は
ま
だ
ち
ょ
っ
と
先
の
事
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
ほ
っ
と
ス
ペ
ー

ス
八
王
子
」
の
今
後
を
ぜ
ひ
、
お
見
守

り
く
だ
さ
い
。

第２号議案

２０１５年度活動総括（案）

Ⅰ．情
じょうせいぶんせき

勢分析

　年度が替わって早々に、消費税が８パーセントに引き上げられました。逆進性（所得の少ない者

ほど税負担感が大きいことです）が強く、国民の生活に直撃、消費税１０パーセントへの増税へは

不透明なところへパナマ文書の暴
ば く ろ

露、それがどのくらいの影響力があるのか、注
ちゅうし

視するところです。

２０１５年の国会に於
お

いて、最大の焦点となったのは、安全保障に関する法制度の改正でした（戦

争法云々や違
い け ん

憲かどうかの問題は議論になるので割
かつあい

愛します）。ただ、これによる福祉、社会保障

への影響は大と言わざるを得ません。国民世論をして、「増税やむなし、社会保障は財政へのリスク」

が当たり前のように言われていますが、まるで、誰かに吹き込まれたかのようです。平和と安全保

障への危機感は、中東シリアの内戦、イスラム国の台頭から欧州に飛び火し、中南米、南シナ海、

黒海でも煙がくすぶっている状態です。ここでいわゆる戦争法と呼ばれる一連の法制度は政府の憲
けん

法
ぽうかいしゃく

解釈の変更だけでよかったのか、政府の考える改
かいけん

憲とは、平和を維持するには…などなど、今後

国際情勢時事、政治などほっとスペース八王子で学習すべきことは山
さんせき

積しています。政府は「マイ

ナンバー制度」によって税と社会保障制度の一元管理を目指しているようですが、普
ふきゅうりつ

及率が低いの

が現状です。そういった中で、政府がどんな手を打ってくるか注目です。

第
６
回
（
33
回
）
総
会

無
事
終
了
す



―「ほっと」１５４号　6 頁

ＳＳＫＳ　１９９５年 8 月１０日第三種郵便物認可（毎週水曜日発行）　２０１６年９月１８日発行（増刊）　通巻６８５６号　「ほっと」１５４号

Ⅱ．活
かつどうそうかつ

動総括

　まずは会員の動
どうせい

静から。元会員の山崎さんが亡くなりました。まだ若く、これから「ほっと」に

戻ってくる可能性も皆
か い む

無ではなかっただけに、とても悔やまれます。年度後半に入って、かつての

会員が少しずつ戻ってきて、通
つうしょじっせき

所実績も少しずつではありますが、上がってきた感があります。ただ、

見学者のペースが平年並みかという印象はあります。今後の広報活動に課題がありそうです。ホー

ムページやフェイスブックの更
こうしん

新は上がったともいえますが、ツイッター、ブログ、他メディアで

多角的に広報活動することも緒
お

に着
つ

いたところと言えそうです。機関誌「ほっと」やパンフレット

を医療機関や公共機関に置くこともはたらきかけはしていますが、思ったようには進んでいないの

が現状です。

　次に運営面での報告に移ります。今後懸
け ね ん

念される問題に家
や ち ん ほ じ ょ

賃補助があります。八王子市としては、

恒
こうきゅうてき

久的な家賃補助はなくす、という方向性でほぼ確定しています。八王子市の障がい者福祉事業所

自体が急増し、予算も急激な膨
ふく

れ上がりを見せる中、仕方のない措
そ ち

置ではあるのかもしれませんが、

それは八王子市の事情であって、ほっとスペース八王子にとっては死活問題です。今後、収
しゅうえきこうりつ

益効率

重
じゅうし

視に向かえば、あるいは解決できる問題かもしれませんが、それで大手の事業所に及ぶべくもな

く、また、「当事者運営」というほっとスペース八王子の意義も失われかねません。ただ生き残る

ためだけであれば、いくつか方
ほうさく

策はあるかもしれませんが、こういった意味において、ほっとスペー

ス八王子は、まさに正
しょうねんば

念場というよりは岐
き ろ

路に立たされているといえるかもしれません。また、堀

部代表が、代表としての立場は残すものの、職員としては常勤の所長から一歩退く形になり、新し

い常勤職員による所長という体制になります。次代を担う当事者（会員）としての代表も望まれる

ところです。

　次に、プログラム、授産、行事での総括に入ります。新規のプログラムとして、ＰＣ教室を始め

ました。従来、ＩＴ教室としてあったプログラムですが、やり方は一新しました。会員による講師

で行います。この、会員によって行われるプログラムも、主催する会員が義務感や「やらされ感」

で行うのでなく、会員間、または職員による適切なサポートは必要だという意見はありました。現

状維持的なプログラムは、フットサル、水泳といった運動系のプログラムですが、苦手な人のため

に別メニューも用意しています。英会話、聞こう会、映画会などは、同じく現状維持といっていい

でしょう。また、ゲームの会では、新しいゲームを積極的に覚えようという意欲が見られます。

やや時間が減ったプログラムは、漢字（中国語）で遊ぼう、読もう会、各種学習会あたりです。研

修旅行前の学習会は、プログラム時間外で集中的に行われます。一方、イメージ遊び、絵
か い が

画、音楽（エ

レクトーン）、書道などは講師がいないなどの理由もありますが、ほとんど行われていません。

　プログラム活動については、得
え て ふ え て

手不得手の問題、取り組みに対する意欲の問題など、行う項目に

よって、偏りが出て来ないかということがあります。例えばみんなが音楽鑑賞が好きだからといっ

て、音楽鑑賞ばかりというわけにもいかないのがプログラムです。ただ、強制しない、というだけ

です。参加者が少ないと、ともすれば半強制になりがちですが、そこは考えどころです。

　授産活動は、じわじわと増えてきています。利用者の工賃という面ではいいことなのですが、一

方でプログラム活動を圧迫しかねない状況にもなり得ます。共同作業所という点ではそれでいいの

ですが、「患者会」「当事者運営」といった観点からはどうなのか、問われるところです。ただ、授

産活動も一種のプラグラム活動として捉
とら

えた場合、会員の積極的な参加が目だっています。また、
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誰に言われなくとも協力関係ができています。それについてはいい傾向です。もっと授産活動があっ

てもいいという意見もあります。もちろん、それに対する適切な職員のフォローも必要になってき

ます。

　行事については、例年行事として４月花見、５月総会、８月長崎、２０１５年９月２０１６年３

月韓国、１１月偲
しの

ぶ会、１２月望年会、同じく餅つき納会、合間に東京善意銀行招待行事が入って、

ほぼ滞
とどこお

りなく行われたのでは、と思います。また、５月には２０周年記念行事として、記念パーティー

と記念誌の発行がありました。機関誌である「ほっと」も、１５０号を数えるまでになり、まさに

節目の年になったといえます。傾向としては、「ほっとスペース八王子」に近いところで行う行事

ほど、参加人数が多いということです。年齢、体力、病状などを考慮すると、一
いちがい

概には言えないの

ですが、やはり、遠出する行事こそ、参加人数が多い方がいいにこしたことはありません。

　その他の問題は、特に会員の問題として、意見、考え方の相
そ う い

違といったことがあります。これは

ほぼ毎年あるといっていいかもしれません。ただ、発言力の違いから、会員間に不
ふびょうどうかん

平等感が起こら

ないように意見調整をする機会も設けています。その場ですぐに問題解決できなくても、時間をか

けてじっくり取り組む体制もできています。

　もう一つ、就労していった仲間への問題があります。「八王子ワークセンター」が運営している「ふ

らん」、ハローワークとの連携によって就労していった仲間への適切なサポートが必要になってく

るのですが、就労した仲間への孤
こ り つ ぼ う し さ く

立防止策、権
け ん り よ う ご

利擁護といったことは、当人がなかなか希望しない

となると難しい問題になります。「就労者への利益」を念頭にじっくりと時間をかけて説明し、う

まくサポートできるようにしたいものです。

　全体的に、ほっとスペース八王子の根幹を揺るがすような大きなトラブルなどもなく、比較的堅

実な運営であったといえるでしょう。

ただ、Ｐ
パソコン

Ｃやｉ
ア イ パ ッ ド

ＰａｄといったＩＴ機器の動作が遅くなり、古くなってきた感は否めません。財政

事情もありますが、今後、ソフト面での投資も必要になってくるでしょう。今後の課
かだいとう

題等は、職員、

会員の皆さんは多くの意見を出してくれました。各論については、第 4 号議案の２０１６年度活動

方針案に論を移すことにします。

　以上で２０１５年度の活動報告を終わります。

・多数で承認されました。
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2015 年度予算 決算額 差引額 100.0%
収入計 24,859,294 22,254,117 2,605,177 89.5%

給付金 10,650,000 12,283,079 -1,633,079 115.3%
サ ー ビ ス 推 進 事
業・基本補助

5,406,000 5,406,000 0 100.0%

八王子市家賃補助 1,542,600 1,542,600 0 100.0%
寄付金 30,000 1,398,735 -1,368,735 4662.5%
会員会費 60,000 8,000 52,000 13.3%
入会金 5,000 4,000 1,000 80.0%
共同募金会 100,000 80,000 20,000 80.0%
民間助成金（車両
購入費含む）

3,100,000 50,000 3,050,000 1.6%

利用料 5,000 93,000 -88,000 1860.0%
雑収入 10,000 167,764 -157,764 1677.6%
受取利子 0 245 -245 #DIV/0!
未払い金 0 0 0 #DIV/0!
借入金 3,200,000 0 3,200,000 0.0%
ハローワーク助成
金

200,000 670,000 -470,000 335.0%

0 
前年度繰越金 550,694 550,694 0 100.0%

支出計 24,869,374 22,254,117 2,615,257 89.5%
経費 A（運営費）計 24,311,520 21,726,892 2,584,628 89.4%

事業費計 20,506,520 21,032,161 -525,641 102.6%
給料 6,400,000 6,452,153 -52,153 100.8%
職員手当 3,800,000 3,806,740 -6,740 100.2%
賃金 2,500,000 2,118,207 381,793 84.7%
法定福利費 1,100,000 1,469,618 -369,618 133.6%
ボランティア報酬 320,000 278,887 41,113 ボランティア報酬 87.2%
租税公課 50,000 0 50,000 0.0%
人件費計 14,170,000 14,125,605 44,395 99.7%
旅費交通費 700,000 826,688 -126,688 118.1%
消耗品費 150,000 145,567 4,433 97.0%
印刷製本費 400,000 409,275 -9,275 102.3%
水道光熱費 500,000 471,690 28,310 94.3%
修繕費 50,000 11,416 38,584 22.8%
指導用教材費 100,000 67,405 32,595 67.4%
役務費（通信運搬
費）

375,000 527,837 -152,837 140.8%

その他役務費 15,000 596,580 -581,580 3977.2%
支払手数料 8,000 13,255 -5,255 165.7%
事務用品費 25,000 7,957 17,043 31.8%
新聞図書費 50,000 104,400 -54,400 208.8%
使用料及び賃借料 250,000 487,404 -237,404 195.0%
備品購入費 400,000 96,984 303,016 24.2%
委託料 50,000 0 50,000 0.0%
建物等借上料 3,208,520 3,085,200 123,320 96.2%
諸会費 50,000 25,500 24,500 51.0%
写真 0 0 0 #DIV/0!
会議費 5,000 29,398 -24,398 588.0%

寄付金支払 20,000 10,000 10,000 50.0%
健康管理費 25,000 38,702 -13,702 154.8%
保険加入料 50,000 0 50,000 0.0%
通所奨励金 450,000 603,642 -153,642 134.1%
雑費 10,000 7,000 3,000 70.0%
車両費  3,250,000 35,387 3,214,613 1.1%
計 3,805,000 694,731 3,110,269 18.3%

経費 B 557,854 527,225 30,629 94.5%
借入金返済 50,354 35,387 14,967 70.3%
救援費 7,500 ¥0 7,500 0.0%

0 ¥0 0 #DIV/0!
記念パーティ 500,000 ¥0 500,000 0.0%
雑損失 0 ¥0 0 #DIV/0!
未払い金費用 0 ¥0 0 #DIV/0!
次年度繰越金 ¥491,838

２０１５年度決算表（第 3 号議案）
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第５号議案
２０１６年度活動方針（案）
Ⅰ．情勢分析

　２０１５年夏、安全保障に関する法律（以下安
あんぽほうせい

保法制）が国会で成立しました（実は内
ないかくほうせいきょく

閣法制局は事前

に閣議決定に合わせた人事となっており、前任者をして「違
い け ん

憲」と言わしめた代物ですが、ここでは議論

しません）。早くも生
せいかつほごきゅうふきんがくげんがく

活保護給付金額減額、支給基準の見直し、世
よ ろ ん

論に於
お

いては「社会保障財政リスク論」

が幅を利かせ、社会保障予算が減額されるのでは、と予測されます。

　改正安保法に連動して、「精神病者」の日常生活にも大きな影響が起こり得る法整備が矢継ぎ早に立法、

成立してきています。「通
つうしんぼうじゅほう

信傍受法」改正（通信事業所内での通信事業所職員立会いの下での通信情報取

得が警察署内での自由通信傍受可能に変更される）、「刑
けいじそしょうほう

事訴訟法」改正（取り調べの一部可視化と称して

取調室でのビデオ撮影の編集が可能に）、労
ろうきほうかいせい

基法改正（通称ホワイトカラーエグゼンプション。残業代を

支払わなくても良いに変更）等、このうえ共
きょうぼうざい

謀罪まで成立したら「精神病者」にとってどれだけ息苦しく

なることになるでしょう。

　さらに、7 月参議院選挙で与党が全議席の２／３以上を獲得すると改憲に臨
のぞ

むとの安倍政権の方針にも

注意が必要です。条文に緊
きんきゅうじたいじょうこう

急事態条項を盛り込むことも含めた改憲案は自由にものを言うことがますます

出来にくくなりますし、９条だけでなく、９６条（憲法改正の条件）を改正する話もあります。この動き

を看
か ん か

過する訳には行きません。憲法に絞った学習会を増やし、選挙時には公開質問状を各候補者、各政党

に送りつけ、回答をもって、学習会を準備し、投票行動に反映させる必要があります（もちろんそのうえ

で政治思想信条の自由は担保しますが）。

　年度が替わって早々、熊本を中心にして大地震がありました。震災に対する政府のあり方、復興、活断

層と原発のリスクなどあらためて浮き彫りになりました。防災知識、対処法、などもあらためて学習する

必要があります。

　２０１６年度の活動方針として、前年度に長期計画として大まかに５か年計画というのを起
た

ち上げまし

たが、これははっきり５年という期限を切って進めるという意味でなく、段階的なものとして捉
とら

えて頂け

ると幸いです。つまり、５か年計画というよりは、５段階計画というふうに考えて頂きたいのです。そこで、

「ほっとスペース八王子」としては、身の丈に合った、等身大の運営方針に戻って今後の活動方針を立て

ていきたいと思います。「会員数増加の取り組み」「事業の拡大について」「現実社会との折り合いについて」

「５段階計画」「重点施策事項」の項目に分けて説明していきます。これらについて、職員、会員のみなさ

まからさまざまな意見をいただきました。ありがとうございます。

Ⅱ．会員数増加の取り組み

　まず、これは恒
こうじょうてき

常的かつ喫
きっきん

緊なこととして必要なことですが、会員の拡大です。前年にも書きましたが、「主

に授産活動を請け負う」「主にプログラム活動を行う」「単なる居場所、たまり場」の３つの別の「ほっとスペー

ス八王子」ができることが理想です。引き続きメディア（インターネット、機関誌「ほっと」）を介した広

報活動、あるいは他事業所と連携を図ってみるというのも一つの手かもしれません。いずれにせよ、利用希

望者にとって、魅力的なコンテンツを提供できる環境づくりは不可欠です。

　機関誌「ほっと」やパンフ、リーフレットを使った広報活動は、病院、クリニックへの働きかけ（置かせ

てもらうなど）は難
なんこう

航しているという話ですが、他の公共機関、ボランティアセンターなどへ置くという案

もいただきました。また新しく来ていただいた見学者（会員候補者）に定着（リピータとして来ていただく）

には、利用料については、プログラム、行事についての見直し、などなどさまざまな意見をいただきました。

個別の具体的な案を実行するのは、今後の全体ミーティングなどで意見を集約する予定です。何らかの意見

が、実際に具体的なこととして諮られるのは「ほっとスペース八王子」のひとつの強みでしょう。
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Ⅲ .事業の拡大について

　新しく立ち上げたいことについては、まずはグループホームです。以前より行政（厚労省）から病
びょうとうてん

棟転

換
かんがたきょじゅうけいしせつ

型居住系施設という案が上がってきています。現在は事実上頓
と ん ざ

挫していますが、またぞろ復活してくる

とも限りません。グループホームの需
じゅよう

要は必ずあります。

　ただ、この事業は長い目で見て進めて行かなくてはならないでしょう。新規に起こす場合のハードルが

とても高いのが大きな理由です。次は、相
そうだんしえんじぎょう

談支援事業です。「いのちの電話」に代表される相談窓口は、

需要に対してまったく足りていません。ただ、相談支援事業者として登録する必要があること、また相談

支援専門員を置く必要があります。最初から有資格者が雇
やと

えればいいですが、職員あるいは会員から養成

するとなると、それなりの時間がかかってしまいます。が、まったく実現不能なことでもありません。

　次に、継続して行いたいこと、まずこれは既
き ぞ ん

存のプログラムや行事についてです。結局のところ、絵画

や書道といったプログラムもやむなく削った形です。例えば、予定の変更などでフリーになってしまった

時間があるとすると、利用者の多くは、音楽鑑賞のようなことに充
あ

ててしまいがちです。そういった時に

とっさに組める有意義なプログラムがあるといいかもしれません（音楽鑑賞が有意義でないという訳では

ないですが）。プログラムも、映画会や聞こう会、ＰＣ教室などは会員有志で実行できるようになってき

ました。

　会員で出来ることはなるべく出来る形がほしいところですが、現状でもよくやっている方ではないかと

思われます。行事については、これも基本的に会員でできることはなるべくできればいいのですが、職員

が適切にフォローできる体制は必要です。また、各行事について段取りのマニュアルもできるといいかも

しれません。

　授産活動については、まだ増やしてもいいという意見がありました。「働く」というよりも、「何かをする」

「作業する」ことに意義を見出しているようです。いい傾向です。

Ⅳ .現実社会との折り合い

　「空気を読まなくてもいい」ほっとスペース八王子をうたい文句（？）にしてきた部分はあったのですが、

実際は一部の会員がときには「空気」をつくりだし、会員がまた別の会員の顔色を窺
うかが

うようなこともなく

はないです。つまり現実社会の縮
しゅくず

図がそのまま「ほっとスペース八王子」に持ってこられることもあるわ

けです。ただ、そういった場合、全体ミーティングなどで話し合われることで解決を図ることは必ず行い

ます。それが「ほっとスペース八王子」の強みと言えます。また、一部問題行動を起こす、協調性がない、

思想信条の違いなどで会員間の軋
あつれき

轢（もっと問題がこじれれば排除の問題）があることも否
いな

めません。こ

れらの問題は、会員が増えてくればもっと複雑化します。ただその時に将来的なほっとスペース八王子の

分割管理といったときに単純に気が合う同士だけで割ればいいという話になりがちです。そうなると、何

度も出しますが「患者会」「当事者運営」という観点あるいは「会員の自立」といった観点ではどうかと

いうことになります。このことは、「ほっとスペース八王子」が将来事業所を増やす段階でじっくり話し

合う必要があります。

Ⅴ .５段階計画

　これはおおざっぱに

①	 会員の拡大（増加）

②	 職員、ボランティアの強化

③	 分離独立、グループ化（他事業の開拓）

④	 事業細分化

⑤	 包括的な社会福祉事業
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というように考えています。これらを一
い っ き か せ い

気呵成に５年でやり遂げるのではなく、長い目で見て段階的に進

めていく方向です。

Ⅵ .２０１６年の重
じゅうてんしさくじこう

点施策事項

　施策１（政治への関心）

　　過去の歴史事例から、戦争（紛争、内戦ふくめて）をはじめとする社会不安が起こる

　と「治安」という名目で障がい者の保安処分が横
おうこう

行します。政治の動きに対してはと

　きとして「ノー」という態度も必要になってきます。

①　とりわけ、改憲に関しては、実際には新憲法制定というふうに考えてください。その場合、社会保障

費（生活保護、各種年金、手当など）が削
さくげん

減されることも考えられます。現実問題として、「ほっとスペー

ス八王子」と八王子市行政当局の家賃補助問題があります。会員も自分の問題として八王子市と交渉でき

ればベターです。

②　いわゆる「司法改革」という問題があります。刑
けいそほう

訴法、通信傍受法の見直し、司法取引、「共謀罪」

新設これら一連の動きは、当局の恣
し い て き

意的な運用を可能にするものです。障がい者にとってまた、恣意的な

運用がされないか、もちろん法自体に反対するのみならず、「そういう流れを作らない」ことも大切でしょ

う。

③　もう７月には参議院選挙があります。このタイミングでは衆参同時選挙の可能性は低いですがゼロで

はないでしょう。きっちりと各候補者、政党に対しては政策を確認する必要があります。公開質問状、選

挙学習会は定例となっています。

施策２（会員増への取り組みと、会員の定着）

①　精神医療機関（病院、クリニックなど）、公共機関（市民センター、福祉センターなど）ボランティ　　　　

　　アセンター、他事業所などにパンフレットないしは機関誌「ほっと」をおいてもらう。

②　会員の意見を反映させたパンフレット、最初の１回見学者に無料で昼食提供するなどする。

③　休みがちな会員には、職員だけでなく、比較的出席率の高い会員にも電話での声かけをしてもらう。

　　リピーターを増やす。

④　ほっとスペース八王子という名前の通り、ほっとできる場所というイメージづくり。（入会間もない人、

　　見学者など、自己紹介、うまく溶け込むための方策、授産作業体験、プログラムや全体ミーティング

　　などの体験）

施策３（プログラムや行事のニーズやありかた）

①　プログラム、授産作業、休
きゅうけいじょ

憩所うまく３
さんぶん

分して会員の需要に応える。（最終的には事業所別にしてし

　　まうのが目的）

②　季節感のある食事や行事。春なら花見、夏なら花火やお祭り、海など。秋はグルメツアー、紅葉狩り

　　など、冬はクリスマス、望年会など。

③	 プログラム担当会員、行事の幹事会員などもあらかじめきちっと決める。参加者が少なくならな

いように、職員（ボランティア）も適切にサポートする。

④	 昼食会の手伝いなどを通して、独り暮らしの会員の生活スキルを向上させる。

施策４（代表人事）

所長兼代表の堀部の後任として、代表（当事者）を選出する。

以上で、第５号議案、２０１６年度活動方針案を終わりにします。
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2016 年度予算 2015 年度予算 2015 年度決算 8.3%

収入計 26,641,438 24,859,294 22,254,117 67.4%

給付金 14,400,000 10,650,000 12,283,079 66.7%

サービス推進事業・
基本補助

6,186,000 5,406,000 5,406,000 66.0%

八王子市家賃補助 1,542,600 1,542,600 1,542,600 130.0%
寄付金 1,000,000 30,000 1,398,735 2.0%

会員会費 36,000 60,000 8,000 166.7%

入会金 5,000 5,000 4,000 100.0%
共同募金会 1,870,000 100,000 80,000 5.3%
民間助成金（車両購
入費含む）

500,000 3,100,000 50,000 10.0%

利用料 50,000 5,000 93,000 0.0%

雑収入 10,000 10,000 167,764 100.0%

受取利子 0 0 245 #DIV/0!

未払い金 0 0 0 #DIV/0!

借入金 0 3,200,000 0 #DIV/0!

ハローワーク助成金 550,000 200,000 670,000 72.7%

前年度繰越金 491,838 550,694 550,694 45.0%

支出計 26,641,438 24,869,374 22,254,117 69.2%
経費 A（運営費）

計

26,631,284 24,311,520 21,726,892 69.3%

事業費計 22,611,284 20,506,520 21,032,161 77.9%

給料 6,246,372 6,400,000 6,452,153 144.8%
職員手当 3,800,000 3,800,000 3,806,740 59.7%
賃金 3,931,392 2,500,000 2,118,207 25.4%
法定福利費 1,900,000 1,100,000 1,469,618 3.2%

ボランティア報酬 300,000 320,000 278,887 ボランティア報酬 10.0%

租税公課 0 50,000 0 #DIV/0!
人件費計 16,177,764 14,170,000 14,125,605 186.0%

旅費交通費 850,000 700,000 826,688 44.7%

消耗品費 150,000 150,000 145,567 133.3%

印刷製本費 10,000 400,000 409,275 0.0%

水道光熱費 500,000 500,000 471,690 86.0%

修繕費 50,000 50,000 11,416 80.0%
指導用教材費 80,000 100,000 67,405 125.0%
役務費（通信運搬費） 375,000 375,000 527,837 85.3%

その他役務費 15,000 15,000 596,580 100.0%

支払手数料 15,000 8,000 13,255 26.7%

事務用品費 15,000 25,000 7,957 3.3%

新聞図書費 150,000 50,000 104,400 16.7%
使用料及び賃借料 490,000 250,000 487,404 40.8%

備品購入費 400,000 400,000 96,984 25.0%
委託料 50,000 50,000 0 100.0%

建物等借上料 3,208,520 3,208,520 3,085,200 100.0%

諸会費 30,000 50,000 25,500 216.7%

写真 15,000 0 0 
会議費 30,000 5,000 29,398 0.0%

寄付金支払 20,000 20,000 10,000 125.0%

健康管理費 40,000 25,000 38,702 115.0%

保険加入料 50,000 50,000 0 0.0%

通所奨励金 650,000 450,000 603,642 53.8%
雑費 10,000 10,000 7,000 118.1%

車両費  3,250,000  3,250,000 35,387 12.3%

計 4,020,000 3,805,000 694,731 20.7%

経費 B 10,154 557,854 527,225 0.0%

借入金返済 0 50,354 35,387 #DIV/0!
救援費 7,500 7,500 0 0.0%

記念パーティ 0 500,000 0 #DIV/0!

予備費 2,654 0 0 

雑損失 0 0 0 #DIV/0!

未払い金費用 0 0 0 #DIV/0!

次年度繰越金 ¥0 491,838 

2016 年度予算案（第 6 号議案）
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京
都
「
前
進
友
の
会
」

　
　
　
　

交
流
旅
行
リ
ポ
ー
ト

 
 

 

　
　
　

孫そ
ん
ご
め
ん

悟
麺

あ
ら
す
じ
（
行
動
記
録
）

　

２
０
１
６
年
３
月
１
日
（
火
）、
「
ほ
っ
と

ス
ペ
ー
ス
八
王
子
」を
定
時
に
上
が
り
、
い
っ

た
ん
帰
宅
、
旅
行
の
支し

た

く度
と
夕
食
。
22
時
少

し
前
、
自
宅
発
。
22
時
20
分
ご
ろ
、
Ｊ
Ｒ

八
王
子
駅
着
、
「
前
進
友
の
会
」
へ
の
手
土

産
を
買
う
。
23
時
15
分
、W

ウ

ィ

ラ

ー

ille
r e

エ

ク

ス

プ

レ

ス

x
p
re

s
s

定
期
便
着
。
京
都
へ
向
け
て
出
発
。
最
初
は

狭せ
ま

さ
と
緊
張
で
眠
れ
な
か
っ
た
が
、
第
１
休

憩
所
で
小
用
の
あ
と
は
、
第
２
、
第
３
休
憩

所
に
着
い
た
こ
と
す
ら
気
付
か
ず
。

　

３
月
２
日
（
水
）
朝
６
時
40
分
ご
ろ
、
大

津
Ｓ

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

Ａ
で
最
後
の
休
憩
。
７
時
30
分
、
京
都

八
条
口
（
南
口
）
着
。
い
っ
た
ん
Ｊ
Ｒ
京
都

駅
か
ら
１
駅
東
へ
。
山や

ま
し
な科

駅
か
ら
京け

い
は
ん阪

（
京

都
市
営
地
下
鉄
併
用
線
）
で
御み

さ
さ
ぎ陵

駅
へ
。
南

西
へ
徒
歩
で
10
分
ほ
ど
、
よ
う
や
く
「
前
進

友
の
会
・
や
す
ら
ぎ
の
里
共
同
作
業
所
」
（
以

下
作
業
所
）
の
建
物
へ
着
く
。
こ
の
と
き
、

８
時
35
分
く
ら
い
。誰
も
来
て
い
な
い
の
で
、

駅
へ
戻
り
コ
ン
ビ
ニ
で
朝
食
。

　

作
業
所
へ
再
び
戻
る
と
、
所
長
の
Ｉ
Ｎ
さ

ん
（
以
下
Ｉ
所
長
）
が
出
迎
え
。
こ
の
建
物

の
利
用
に
つ
い
て
や
、
本
人
の
入
会
し
た
い

き
さ
つ
、
「
前
進
友
の
会
」
に
つ
い
て
や
、

「
や
す
ら
ぎ
の
里
共
同
作
業
所
」
に
つ
い
て
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
話
だ
け
で
午
前
中
終

了
。
御
陵
駅
近
く
の
中
華
料
理
屋
で
昼
食
。

ふ
た
た
び
作
業
所
に
戻
っ
て
14
時
ま
で
休

憩
。
そ
の
間
に
Ｅ
Ｂ
さ
ん
（
以
下
Ｅ
さ
ん
）

来
所
。
１
時
間
ほ
ど
談

だ
ん
し
ょ
う

笑
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

電
話
。
な
ん
で
も
、
月
曜
日
岩
倉
病
院
へ
入

院
し
て
い
る
仲
間
を
お
見
舞
い
に
行
っ
た
の

だ
が
、
そ
の
一
人
が
、
火
曜
日
に
亡
く
な
っ

た
と
い
う
話
だ
っ
た
。
平
安
教
会
と
い
う
キ

リ
ス
ト
教
の
教
会
で
前
夜
式
（
一
般
の
葬そ

う

ぎ儀

で
言
う
と
ご
ろ
の
お
通つ

や夜
）
が
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
が
、
木
曜
日
の
告
別
式
に
参
加

す
る
と
い
う
こ
と
で
段
取
り
を
つ
け
た
。

　

16
時
か
ら
、
Ｅ
さ
ん
と
京
都
を
少
し
観
光
。

将し
ょ
う
ぐ
ん
づ
か

軍
塚
と
豊と

よ
く
に
じ
ん
じ
ゃ

國
神
社
を
参さ

ん
け
い詣

。
移
動
の
間
、

十じ
ゅ
う
ぜ
ん
か
い

全
会
の
こ
と
、
そ
こ
か
ら
脱
走
し
た
患
者

が
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
共
同
生
活
を
始
め
た

の
が
「
前
進
友
の
会
」
の
原
点
だ
と
い
う
こ

と
な
ど
を
聞
い
た
。
作
業
所
に
戻
る
と
、
Ｋ

Ｇ
さ
ん
（
以
下
Ｋ
さ
ん
）
が
来
て
い
た
。

　

夕
食
の
準
備
を
し
、
冷
凍
庫
で
保
存
し
て

あ
っ
た
カ
レ
ー
を
解
凍
し
て
い
る
途
中
に
Ｅ

さ
ん
帰
宅
。
Ｋ
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
カ

レ
ー
を
食
す
。
21
時
少
し
前
に
Ｋ
さ
ん
も
帰

宅
。
23
時
過
ぎ
に
１
人
で
就
寝
。
翌
３
日

（
木
）
８
時
頃
起
床
。
前
日
解
凍
し
た
カ
レ
ー

を
食
す
。
10
時
前
に
は
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が

作
業
所
に
来
た
。
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
作
業

所
の
車
と
Ｅ
さ
ん
の
車
に
分
乗
し
て
平
安
教

会
へ
。
慣
れ
な
い
キ
リ
ス
ト
教
式
の
告
別
式

だ
っ
た
が
終
わ
っ
て
出
席
者
と
少
し
茶さ

わ

か

い

話
会

に
な
っ
た
。
作
業
所
に
戻
っ
て
す
ぐ
に
Ｅ
さ

ん
は
帰
宅
。
自
分
は
昼
食
へ
。
御み

さ
さ
ぎ陵

駅
近
く

の
喫き

っ
さ
て
ん
け
ん
よ
う
し
ょ
く
て
ん

茶
店
兼
洋
食
店
で
ラ
ン
チ
。

　

作
業
所
に
戻
る
も
、
告
別
式
に
出
席
し
た

会
員
た
ち
も
三さ

ん

さ

ん

ご

ご

々
五
々
帰
宅
し
て
い
く
。
夕

刻
近
く
に
な
っ
て
Ｋ
さ
ん
が
来
所
し
た
の
で

留
守
を
任
せ
、
業
務
ス
ー
パ
ー
御
陵
店
へ
こ

の
日
の
夕
食
と
翌よ

く

朝
食
を
買
い
に
行
く
。
Ｋ

さ
ん
と
雑
談
し
な
が
ら
夕
食
。
19
時
過
ぎ
に

Ｋ
さ
ん
帰
宅
。
テ
レ
ビ
を
見
て
23
時
過
ぎ
に

は
就
寝
。
こ
の
日
も
一
人
。

　

翌
４
日
（
金
）
。
８
時
ち
ょ
っ
と
前
に
起
床
。

朝
食
を
摂と

り
、
９
時
過
ぎ
に
は
来
所
す
る
会

員
さ
ん
が
い
た
。

　

こ
の
日
は
食
事
会
と
い
う
こ
と
で
、
材
料

も
買
っ
て
来
て
い
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
麻マ

ー
ボ
ー
ド
ウ

婆
豆

腐フ
ー

。
最
初
か
ら
手
伝
う
予
定
で
い
た
。
ネ
ギ

京
都
研
修
旅
行
レ
ポ
ー
ト

前進友の会・やすらぎの里共同作業所への
最寄駅、御

みささぎえき

陵駅（京阪・京都市交通局）
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の
切
り
込
み
。
と
麻
婆
豆
腐
の
調
理
。
昼
食

（
食
事
会
）
。
そ
の
後
、
団
ら
ん
。
Ｅ
さ
ん
の

都
合
も
あ
っ
て
、
17
時
前
に
は
作
業
所
を
出

発
。
八や

さ
か
じ
ん
じ
ゃ

坂
神
社
前
で
別
れ
た
。

　

こ
こ
で
研
修
自
体
は
終
わ
り
、
土
日
は
観

光
に
充あ

て
る
。

　

そ
の
ま
ま
祇ぎ

お
ん
し
じ
ょ
う

園
四
条
の
カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル

へ
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
て
夕
食
へ
。
な
ぜ
か

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
。
ホ
テ
ル
に
戻
っ
て
入
浴
。

１
時
間
以
上
か
け
て
ゆ
っ
く
り
入
浴
。
こ
の

日
も
23
時
く
ら
い
に
は
就
寝
。

　

翌
５
日
（
土
）
。
７
時
過
ぎ
に
起
床
。
カ

プ
セ
ル
ホ
テ
ル
の
朝
食
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
。
８
時

過
ぎ
に
は
手
荷
物
だ
け
持
っ
て
出
発
。
京
阪

～
近
鉄
と
乗
り
継
い
で
奈
良
へ
。
さ
ら
に
バ

ス
で
奈
良
公
園
か
ら
東
大
寺
へ
。
東
大
寺
か

ら
法
隆
寺
、
平
城
宮
公
園
へ
。

　

こ
こ
ま
で
で
時
間
が
押
し
て
き
た
の
で
ホ

テ
ル
へ
帰
投
。
入
浴
後
は
、
カ
プ
セ
ル
ホ
テ

ル
に
ロ
ビ
ー
が
な
い
の
で
食
堂
で
く
つ
ろ

ぐ
。
23
時
に
は
就
寝
。

　

翌
６
日
（
日
）
。
朝
食
後
、
ホ
テ
ル
を
チ
ェ
ッ

ク
ア
ウ
ト
。
京
都
駅
へ
直
行
、
お
土
産
を
買
っ

た
後
い
っ
た
ん
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
に
荷
物
を

預
け
、
京
都
観
光
を
試
み
る
も
、
京
都
市
内

各
地
へ
向
か
う
バ
ス
待
ち
の
人
の
多
さ
に
断

念
。
京
都
タ
ワ
ー
へ
。
京
都
市
内
を
一
望
し

て
早
め
の
昼
食
を
摂
り
、
11
時
21
分
発
「
ひ

か
り
」
で
東
京
へ
。
14
時
過
ぎ
に
東
京
着
。

17
時
ご
ろ
に
は
帰
宅
。
「
前
進
友
の
会
・
や

す
ら
ぎ
の
里
共
同
作
業
所
」
研
修
兼
交
流
旅

行
は
終
わ
り
。

　

感
想
、
思
っ
た
事
な
ど
。

　

ま
ず
行
き
の
交
通
機
関
に
つ
い
て
。
作
業

所
で
聞
い
た
話
で
は
、
「
青
春
18
き
っ
ぷ
」

を
買
っ
て
在
来
線
で
来
る
の
も
経
済
的
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

朝
早
く
の
電
車
で
、
７
時
間
半
も
あ
れ
ば

京
都
ま
で
来
れ
る
と
の
事
で
す
。
次
回
以
降

検け
ん
と
う討

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。も
っ
と
も
、

夜
行
バ
ス
と
い
う
手
段
も
捨
て
ま
せ
ん
。
３

列
シ
ー
ト
だ
と
比
較
的
余
裕
で
す
が
、
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
。
４
列
シ
ー
ト
だ
と
狭
い
、

暑
い
で
寝
苦
し
い
の
で
す
が
、
予
想
以
上
に

は
眠
れ
ま
す
。

　

京
都
市
山
科
区
に
つ
い
て
。
御み

さ
さ
ぎ陵

駅
周
辺

は
、
幹
線
道
路
を
は
さ
ん
だ
閑か

ん
せ
い静

な
住
宅
街

と
言
っ
た
た
た
ず
ま
い
で
す
。
パ
チ
ン
コ
店

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
な
ど
も
な
く
、
飲
食
店
も
あ
ま
り
多
く

は
な
く
本
当
に
住
宅
街
で
す
。
住
宅
街
を
歩

い
て
い
る
と
、
時
折
文
化
財
級
の
古
び
た
家

が
あ
っ
た
り
し
て
散
策
す
る
に
も
い
い
と
こ

ろ
で
す
。
聞
い
た
話
で
は
、
同
じ
京
都
市
で

も
、
山
を
隔へ

だ

て
た
ぶ
ん
、
気き

し

つ質
が
ち
ょ
っ
と

違
う
と
い
う
事
で
す
。

　

「
前
進
友
の
会
・
や
す
ら
ぎ
の
里
」
に
つ

い
て
。
こ
こ
へ
は
あ
ま
り
迷
わ
ず
に
来
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
外
観
は
塗ぬ

り
な
お
し
て

あ
り
ま
し
た
が
、
年
季
が
入
っ
て
い
る
感
は

隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
に
入
る
と
さ
ら
に

年
季
を
感
じ
ま
し
た
。
で
も
初
め
て
来
た
と

い
う
感
じ
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
こ
か
懐

か
し
い
場
所
に
帰
っ
て
き
た
感
じ
が
し
ま
し

た
。
夜
に
な
っ
て
一
人
で
い
て
も
、
迫
っ
て

く
る
よ
う
な
寒
さ
で
さ
え
も
、
自
分
の
記
憶

の
中
に
最
初
か
ら
あ
っ
た
よ
う
な
、
そ
ん
な

感
覚
で
し
た
。
初
日
（
３
月
２
日
）、
将
軍

塚
に
参
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
に
な
っ
て
、

通
称
「
平
安
道
場
」
と
呼
ば
れ
る
古
い
武
道

場
が
移
築
さ
れ
、
奥お

く
で
ん殿

に
国
宝
の
青
不
動
尊

が
安
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

建
物
の
裏
に
は
ガ
ラ
ス
張
り
の
茶
室
が
あ

り
、
大お

お
ぶ
た
い

舞
台
と
呼
ば
れ
る
広
い
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
は
京
都
市
内
を
一
望
で

この建物が前進友の会・やすらぎの里共同作業所
本拠地、日ノ岡荘。下宿を改装した感じ。

下は現在空き家となっています。

京都研修
旅行

りぽーと
（写真は先斗町の路地）

山科区の路地裏。

どこかノスタルジックな雰囲気。
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き
る
絶
景
で
し
た
。
こ
の
場
所
は
ち
ょ
う
ど

東
山
の
山
頂
あ
た
り
に
位
置
し
、
東
に
山
科

区
、
西
に
京
都
市
内
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

五
山
送
り
火
の
あ
る
山
を
確
認
し
た
り
、
日

本
庭
園
（
水
な
し
）
を
散
策
し
た
り
、
気
が

済
む
ま
で
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

将
軍
塚
へ
向
か
う
道
中
、
ち
ょ
っ
と
道
を

間
違
え
て
、
十

じ
ゅ
う
ぜ
ん
か
い

全
会
の
施
設
の
あ
る
山
道
を

通
っ
た
の
で
す
が
、
山
道
に
沿
っ
て
十
全
会

の
老
人
介
護
施
設
の
建
物
が
続
い
て
い
ま
し

た
。
（
現
在
は
京
都
東
山
老
年
サ
ナ
ト
リ
ウ

ム
と
い
う
名
称
の
よ
う
で
す
）

　

前
述
し
ま
し
た
が
、
こ
の
十
全
会
の
精
神

科
病
院
を
脱
し
て
近
く
の
ア
パ
ー
ト
（
現
在

の
や
す
ら
ぎ
の
里
共
同
作
業
所
の
場
所
と
は

異
な
り
ま
す
）
を
借
り
、
患
者
会
を
結
成
し

た
の
が
「
前
進
友
の
会
」
で
す
。
た
と
え
ば

就
労
支
援
Ｂ
型
作
業
所
「
や
す
ら
ぎ
の
里
共

同
作
業
所
」
あ
る
い
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
や
す

ら
ぎ
の
里
共
同
作
業
所
」
と
し
て
の
意
思
決

定
は
患
者
会
と
し
て
の
「
前
進
友
の
会
」
に

あ
る
、
と
、
そ
う
い
う
関
係
で
す
。

　

作
業
所
に
戻
っ
て
解
凍
し
て
食
べ
た
カ

レ
ー
、
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
忘
れ
ら
れ
な

い
味
に
な
り
ま
し
た
。
翌
日
、
会
員
だ
っ
た

と
い
う
人
の
告
別
式
だ
っ
た
の
で
す
が
、
着

の
身
着
の
ま
ま
で
の
出
席
で
何
と
な
く
申
し

訳
な
い
気
も
し
た
の
で
す
が
、
Ｅ
さ
ん
は

「
構
わ
な
い
」
と
い
う
の
で
、
一
緒
に
出
席

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
て
か

ら
の
縁
と
い
う
の
も
な
ん
だ
か
不
思
議
な
感

じ
が
す
る
の
で
す
が
、
棺

ひ
つ
ぎ

の
中
の
故
人
は
小

さ
く
感
じ
ま
し
た
。
人
生
の
苦
労
を
一
身
に

凝ぎ
ょ
う
し
ゅ
く

縮
し
た
か
の
よ
う
で
し
た
。
慣
れ
な
い

讃さ

ん

び

か

美
歌
を
歌
い
、
出
棺
を
見
送
り
、
少
し
茶

飲
み
話
を
し
て
作
業
所
に
戻
る
ま
で
は
あ
っ

と
い
う
間
の
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
出

席
し
た
み
ん
な
は
一
様
に
疲
れ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
精
神
的
な
疲
れ
が
先
に

来
る
み
た
い
で
す
。

　

そ
の
翌
日
は
恒
例
の
食
事
会
だ
っ
た
の
で

す
が
、
表
面
上
は
気
持
ち
の
切
り
替
え
が
で

き
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
ま
し
た
。
自
分
は

麻マ
ー
ボ
ー
ド
ウ
フ
ー

婆
豆
腐
、
別
動
隊
は
味み

そ

し

る

噌
汁
を
作
り
ま
し

た
。
見
た
目
が
あ
ま
り
麻
婆
豆
腐
っ
ぽ
く
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
お
お
む
ね
好
評
で
安
心

し
ま
し
た
。
味
噌
汁
が
具
だ
く
さ
ん
で
ま
さ

に
自
分
好
み
で
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の

次
（
行
く
事
が
あ
る
と
す
れ
ば
）
は
、
お
土

産
を
持
っ
て
い
く
替
わ
り
に
ケ
ー
キ
で
も
焼

く
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
っ
た
３

日
間
、
た
だ
い
る
だ
け
だ
っ
た
３
日
間
、
こ

の
時
間
が
と
て
も
か
け
が
え
が
な
く
、
貴
重

な
３
日
間
に
感
じ
ま
し
た
。
帰
る
の
が
と
て

も
名
残
惜
し
く
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
い
る
だ

け
だ
っ
た
の
に
と
て
も
濃

の
う
し
ゅ
く

縮
し
た
時
間
に
感

じ
ま
し
た
。

　

八
坂
神
社
前
で
Ｅ
さ
ん
と
別
れ
た
あ
と
の

祇
園
四
条
の
喧け

ん
そ
う騒

、
先ぽ

ん
と
ち
ょ
う

斗
町
の
明
か
り
、
鴨

川
の
河
原
に
た
む
ろ
す
る
若
者
た
ち
、
何
も

か
も
い
と
お
し
い
風
景
に
感
じ
ま
し
た
。

　

お
ま
け
。
土
曜
日
は
奈
良
公
園
～
東
大
寺

～
法
隆
寺
～
平
城
宮
公
園
と
回
っ
た
の
で
す

が
、
思
っ
た
よ
り
効
率
が
悪
く
、
「
も
っ
と

回
れ
る
は
ず
」
で
し
た
。

　

高
校
の
修
学
旅
行
以
来
の
奈
良
で
し
た

が
、
そ
の
と
き
の
鹿
せ
ん
べ
い
は
も
う
少
し

お
菓
子
っ
ぽ
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
の
鹿

せ
ん
べ
い
は
、
麦
ふ
す
ま
っ
ぽ
い
味
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
十
分
人
間
が
食
べ
ら
れ

る
味
で
す
。
自
分
が
食
べ
よ
う
と
す
る
と
、

鹿
タ
ッ
ク
ル
を
く
ら
う
の
は
相
変
わ
ら
ず
で

す
が
、
最
近
の
鹿
は
、
鹿
せ
ん
べ
い
を
持
っ

て
い
る
と
服
の
裾す

そ

や
袖そ

で

に
噛か

み
つ
い
て
き
ま

す
。
で
も
そ
ん
な
鹿
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。

奈
良
へ
行
っ
た
目
的
の
半
分
は
鹿
さ
ん
で
し

た
し
。
（
あ
と
の
半
分
は
法
隆
寺
で
し
た
）

　

そ
の
後
の
東
大
寺
の
柱
の
穴
は
も
う
く
ぐ

れ
な
い
し
、
以
前
の
来
訪
と
比
べ
て
外
国
人

東
ひがしやまさんちょう

山山頂の金
こんごういんおおぶたい

剛院大舞台から臨
のぞ

む
京都市内。黒っぽいラインは鴨

かもがわ

川、
真ん中へんの緑は京

きょうとごしょ

都御所。

京都平安教会。
キリスト教式の葬儀は初めてでした。

故人の魂安らかに。

奈良公園の鹿さん。
もうおねだりアピールがはんぱないです。
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が
と
て
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

系
の
人
が
、
大
仏
に
手
を
合
わ
せ
て
拝
む
…

な
か
な
か
シ
ュ
ー
ル
で
す
。

　

法
隆
寺
は
、
山
門
が
工
事
中
で
し
た
。
と

い
う
よ
り
、
門
前
の
風
景
が
自
分
の
記
憶
と

は
若
干
違
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
瓦

か
わ
ら

１
枚

寄き

し

ん進
し
ま
し
た
。

　

新
し
く
行
っ
た
と
こ
ろ
は
平
城
宮
公
園
で

す
。
ほ
ぼ
当
時
の
平
城
宮
（
プ
ラ
ス
平
城
京

の
一
部
）
の
敷
地
を
利
用
し
た
歴
史
テ
ー
マ

パ
ー
ク
に
な
る
予
定
で
す
。
予
定
で
す
、
と

い
う
の
は
、
ま
だ
朱す

ざ
く
も
ん

雀
門
と
大

た
い
き
ょ
く
で
ん
せ
い
で
ん

極
殿
正
殿
し

か
お
も
な
施
設
は
完
成
し
て
い
な
い
か
ら
で

す
。
当
時
の
平
城
宮
全
体
と
平
城
京
の
街
並

み
の
一
部
が
再
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
完
成
は
２
０
１
９
年
ご
ろ
ら
し
い
で
す
。

　

日
曜
日
、
土
産
物
を
買
っ
た
ら
少
し
京
都

観
光
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
本
命
の
梅

う
め
の

小こ
う
じ
て
つ
ど
う
は
く
ぶ
つ
か
ん

路
鉄
道
博
物
館
は
ま
だ
開
業
前
（
４
月
29

日
に
開
業
し
ま
し
た
）、
京
都
市
内
で
ど
こ

か
一
か
所
で
も
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
ど
こ

も
か
し
こ
も
バ
ス
待
ち
を
す
る
観
光
客
の
人

だ
か
り
…
こ
こ
で
一
気
に
疲
れ
が
噴
出
、
京

都
タ
ワ
ー
に
登
っ
て
一
休
み
し
て
、
考
え
た

末
に
帰
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
19
～
21
時

く
ら
い
の
帰
宅
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、

思
っ
た
よ
り
も
疲
労
が
激は

げ

し
く
、
午
前
中
に

は
京
都
を
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
運
賃
の
高

さ
さ
え
目
を
つ
ぶ
れ
ば
、
新
幹
線
は
す
ご
く

快
適
な
乗
り
物
で
す
。　

以
上
。

 

　

釜プ

サ

ン山
研
修
事
後
レ
ポ
ー
ト
。

 
 

　
　
　

Ｐ
．
６
０
０
０ 

　

初
日
は
、
お
昼
の
フ
ラ
イ
ト
で
し
た
が
、

夕
方
、
何
が
あ
る
の
か
ざ
っ
と
市
場
を
散
策

し
ま
し
た
。
プ
サ
ン
は
、
ソ
ウ
ル
よ
り
物
価

が
安
く
、
海
に
面
し
て
い
る
の
で
、
海
産
物

が
よ
く
と
れ
ま
す
。 

　

夕
飯
は
近
く
の
店
へ
行
き
、
タ
コ
の
チ
ゲ

（
唐
辛
子
の
海か

い
せ
ん
な
べ

鮮
鍋
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

僕
は
あ
ま
り
に
も
お
腹
が
空
き
す
ぎ
て
出
さ

れ
た
ご
飯
を
を
先
に
箸は

し

を
つ
け
て
し
ま
い
、

鍋
に
入
っ
た
海
産
物
を
ご
飯
の
上
に
か
け
る

も
の
だ
と
、
後
々
わ
か
り
ま
し
た
。
何
せ
、

鍋
に
火
を
つ
け
た
り
作
業
が
多
く
て
、
一

言
声
か
け
て
下
さ
っ
て
も
良
か
っ
た
の
に
。

じ
ゃ
、
コ
ン
ビ
ニ
で
パ
ン
か
な
。
床
暖
房
の

オ
ン
ド
ル
、
熱
く
な
く
、
常
時
座
っ
て
い
ら

れ
ま
し
た
。
座
布
団
し
い
た
け
ど
。 

　

帰
り
際
、
安
兵
衛
所
長
と
Ｋ
さ
ん
は
、
夜

店
で
明
日
の
朝
食
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
袋

い
っ
ぱ
い
の
揚
げ
物
を
目
の
前
に
掲
げ
て
み

て
、
ホ
ク
ホ
ク
顔
の
よ
う
で
し
た
。 

　

二
日
目
の
朝
、
地
下
鉄
に
乗
っ
て
移
動
し

ま
し
た
。
釜
山
タ
ワ
ー
へ
参
り
ま
し
た
。
僕

は
、
高
い
と
こ
ろ
が
怖
く
て
、
し
ょ
う
が
な

く
受
付
で
取
材
し
ま
し
た
。
日
本
語
と
韓
国

語
の
堪た

ん
の
う能

な
受
付
の
お
姉
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ

る
、
「
釜
山
は
、
第
二
の
都
市
で
日
本
の
商

業
の
街
、
大
阪
の
よ
う
な
所
」
だ
と
い
い
、

取
材
を
続
け
て
い
た
ら
、
プ
サ
ン
オ
モ
ニ
（
意

味
：
プ
サ
ン
の
お
母
さ
ん
）
が
僕
の
後
ろ
で

タ
ワ
ー
に
上
る
順
番
を
何
も
催さ

い
そ
く促

も
せ
ず
笑

顔
で
待
っ
て
て
く
れ
ま
し
た
。
温
か
い
プ
サ

ン
オ
モ
ニ
で
し
た
。
た
だ
、
商
業
の
町
で
あ

り
、
「
観
光
し
な
い
の
な
ら
出
て
い
け
！
」

と
言
わ
ん
ば
か
り
の
冷
た
い
施
設
長
的
な
方

が
僕
に
迫
っ
て
き
て
僕
は
、
退
去
せ
ざ
る
を

得
な
く
、
し
か
た
な
く
、
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け

て
手
に
持
っ
て
い
た
ビ
デ
オ
で
動
画
を
撮
っ

て
い
ま
し
た
。
日
本
に
も
い
る
鳩
が
こ
ち
ら

を
見
て
い
る
よ
う
で
「
ど
う
し
た
の
か
な
？

コ
ク
リ
…
…
」
と
首
を
か
し
げ
て
こ
ち
ら
を

伺う
か
が

っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
「
あ
ぁ
、
鳩
の

よ
う
に
飛
び
た
て
た
ら
、
ふ
わ
ふ
わ
の
羽
で

大仏の裏を知る男参上。
表ほどでないにしても、

きちんと装飾が施されています。

近鉄特急ビスタカー。
初めて乗ったのですが、非常に快適です。

釜山の夜景。
どこかノスタルジックなネオン街。



―「ほっと」１５４号　17 頁

ＳＳＫＳ　１９９５年 8 月１０日第三種郵便物認可（毎週水曜日発行）　２０１６年９月１８日発行（増刊）　通巻６８５６号　「ほっと」１５４号

安
兵
衛
所
長
や
Ｋ
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
、
羽
ば

た
い
て
向
か
え
る
の
に
な
あ
」
と
ど
ん
な
景

色
か
観
た
か
っ
た
で
す
。
所
長
や
Ｋ
さ
ん
に

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
預あ

ず

け
て
も
良
か
っ
た
の
で

す
が
、
あ
い
に
く
、
撮
影
禁
止
の
よ
う
で
心

残
り
に
な
り
ま
し
た
。
再
度
、
僕
は
思
い
ま

し
た
。
取
材
し
て
お
き
な
が
ら
た
だ
で
帰
る

わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
の
で
、
お
礼
に
と
、

数
少
な
い
所
持
金
か
ら
、
韓
国
の
50
ウ
ォ
ン

と
日
本
の
五
円
玉
を
受
付
の
お
姉
さ
ん
に
お

渡
し
し
ま
し
た
。
分
か
る
と
お
り
伝
え
た

か
っ
た
の
は
、
「
日
本
と
韓
国
が
対
等
に
向

き
合
え
る
よ
う
に
、
ご
縁
が
あ
り
ま
す
よ
う

に
と
差
し
上
げ
た
ら
、
お
姉
さ
ん
は
、
に
っ

こ
り
、
笑
み
を
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
」

僕
は
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

 

　

続
い
て
洋
館
で
で
き
た
近
代
歴
史
館
へ
参

り
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
日
米
韓
の
資
料
館

で
し
た
。
１
Ｆ
に
は
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
い
プ

サ
ン
の
成
り
立
ち
や
現
在
ま
で
の
い
き
さ
つ

が
上
映
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
特
に
日
韓
双

方
の
商
業
な
ど
、
物ぶ

っ
ぴ
ん品

行
き
来
を
解
説
し
て

い
ま
し
た
。
日
本
は
工
業
製
品
を
韓
国
に

売
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

　

２
Ｆ
は
プ
サ
ン
に
お
け
る
日
米
韓
の
支
配

に
つ
い
て
で
し
た
。
感
性
の
薄
い
僕
は
、
置

い
と
い
て
、
分
か
る
人
は
初
日
に
フ
ラ
イ
ト

し
て
プ
サ
ン
に
着
陸
す
る
数
分
の
瞬
間
、
分

か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
プ
サ
ン
は
海

か
ら
田
畑
が
広
が
る
平
地
で
上
陸
し
や
す
い

と
気
づ
い
た
そ
う
で
、
「
こ
れ
な
ら
、
日
本

を
制
覇
し
た
秀
吉
も
計
画
が
練
り
や
す
か
っ

た
も
の
で
し
ょ
う
」 

　

街
角
の
Ｃ
Ｄ
シ
ョ
ッ
プ
を
観
ま
せ
ん
で
し

た
。
楽
器
店
な
ら
目
撃
し
ま
し
た
。
音
楽
市

場
が
小
さ
い
韓
国
で
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
は
日

本
以
上
に
至
難
の
業
と
い
う
ほ
ど
、
人
口
が

少
な
く
、
２
０
０
９
年
で
約
１
０
２
３
万
人

（
ソ
ウ
ル
）
。
日
本
と
同
じ
温
帯
気
候
。 

　

更
に
日
本
で
は
統
一
感
あ
る
シ
ン
プ
ル
で

は
あ
り
ま
す
が
、
街
行
く
人
々
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
伺

う
か
が

う
と
、
年
齢
が
若
い
人
ほ
ど
色

の
組
み
合
わ
せ
が
多
様
で
、
こ
れ
は
た
ぶ
ん
、

日
本
占
領
下
時
代
の
名な

ご

り残
か
と
思
わ
れ
ま
し

た
。
と
い
う
の
は
、
思
い
一
考
し
た
の
は
、「
も

ん
ぺ
」
の
つ
ぎ
は
ぎ
な
ど
、「
な
る
ほ
ど
な
ー
」

と
彷
彿
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
懐

か
し
さ
は
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
韓
国

の
多
彩
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
僕
は
、
好
き
で

す
。
日
本
は
、
ユ
ニ
ク
ロ
な
ん
か
そ
っ
ち
の

け
の
よ
う
で
ブ
ラ
ン
ド
物
よ
り
「
自
分
で
ブ

ラ
ン
ド
を
作
る
ん
だ
!!
」
と
い
う
気
迫
を
感

じ
ま
し
た
。
日
本
は
シ
ン
プ
ル
し
す
ぎ
て
て

無む

み

か

ん

そ

う

味
乾
燥
み
た
い
な
感
じ
。
あ
あ
、
安
兵
衛

所
長
に
地
下
鉄
で
「
買
っ
た
ら
？
」
と
い
わ

れ
た
の
は
名
残
惜
し
い
気
が
し
ま
し
た
。
あ

あ
、
残
念
。 

　

で
も
、「
Ｑク

ー

テ

ン

ｏ
ｏ
10
」
と
い
う
韓
国
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
サ
イ
ト
も
あ
る
の
で
、
韓
国
の
興
味

が
ま
す
ま
す
、
そ
そ
ら
れ
ま
し
た
。
ハ
ン
グ

ル
語
も
面
白
い
字
に
見
え
ま
す
よ
。
ぜ
ひ
習

得
し
た
い
。 

　

「
Ｑ
ｏ
ｏ
10
」
な
ん
か
、
再
び
日
本
へ
帰

国
し
て
、
ど
ん
な
服
か
興
味
あ
っ
た
の
で
、

調
べ
た
ら
日
本
と
は
違
う
と
見
比
べ
て
思
い

ま
し
た
。
同
じ
ア
メ
リ
カ
の
占
領
下
に
あ
っ

て
も
海
超
え
た
ら
違
い
ま
し
た
。
言
葉
は
形

を
変
え
て
伝
わ
っ
た
の
に
。
そ
れ
で
い
て
使

う
道
具
は
同
じ
。
で
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
る
。

な
ん
か
複
雑
で
す
。 

　

地
下
鉄
で
「
温
泉
場
」
と
い
う
足
湯
へ

向
か
い
ま
し
た
。
「
あ
れ
？
水
が
枯
れ
て
る

よ
？
」
「
あ
ぅ
!!
ほ
ん
と
だ
！
」
「
で
も
、
こ

こ
し
か
な
い
の
か
な
？
」
「
他
へ
あ
た
ろ
う

…
…
」
ち
ょ
っ
と
歩
く
と
「
あ
れ
？
」「
こ
っ

ち
に
あ
っ
た
よ
！
」
通
り
を
少
し
行
く
と
、

足
湯
場
が
あ
り
ま
し
た
。
す
で
に
、
席
を
埋

め
つ
く
ほ
ど
大
勢
お
客
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ

釜山の甘
カンチョンドンムナマウル

川洞文化村。
「釜山のマチュピチュ」がコンセプトらしいです。

釜山と言えばなんといっても生鮮市場。
ユムシ（右下の角皿）は特に釜山ならでは。

Qoo10 で調べたらこのようなバッグが出ました。
なかなかカラフルです。
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い
ま
し
た
。
僕
は
、「
イ
ル
ボ
ン
（
日
本
）
！
」

と
い
う
と
中
に
は
「
台
湾
人
」
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
、
話
し
だ
す
勇

気
も
な
く
、
足
が
真
っ
赤
か
に
な
り
ま
し
た
。

熱
い
と
い
う
よ
り
痛
か
っ
た
で
す
。 

　

三
日
目
、
帰
国
し
ま
し
た
。
民
芸
店
に
寄

り
海
苔
を
買
い
ま
し
た
。
小
包
装
だ
っ
た
の

で
、
名
刺
代
わ
り
に
な
り
、
便
利
で
し
た
。

日
本
に
も
駄
菓
子
で
見
か
け
る
、
こ
れ
か
ら

の
ト
レ
ン
ド
は
、
カ
ー
ド
型
食
品
で
す
ね

（
？
） 

　

Ｈ
Ｉ
Ｓ
旅
行
で
一
緒
に
居
合
わ
せ
た
女
性

人
が
多
か
っ
た
こ
と
。
「
市
場
も
い
い
け
ど
、

ス
ー
パ
ー
が
安
い
で
す
よ
！
」
な
ん
て
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
「
じ
ゃ
、
次
回
!?
」

希
望
を
胸
に
帰
国
し
ま
し
た
。 

　

（
お
ま
け
）
そ
れ
で
、
プ
サ
ン
空
港
で
安

兵
衛
所
長
と
Ｋ
さ
ん
が
漢
方
を
買
い
求
め

て
、
所
長
は
い
い
ん
で
す
が
、
Ｋ
さ
ん
、
錠

剤
を
買
っ
て
し
ま
っ
て(

笑)

堀
部
所
長
「
ビ

ン
ビ
ン
に
な
る
よ
!!
」
っ
て
橘
田
さ
ん
ど
ー

す
る
ん
す
か
ね
？
リ
ゲ
イ
ン
の

Ｃ

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
フ
ィ
ル
ム

Ｆ

を

思
い
出
し
ま
し
た
。
牛
若
丸
三
郎
太
の
「
勇

気
の
し
る
し
」
こ
れ
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
っ
た
ら

ウ
ケ
取
れ
た
か
も
。 

以
上
：
プ
サ
ン
研
修
旅
行
で
し
た
。 

　

「
平
成
27
年
度

　
　
　
　
　

発
達
障
害
支
援
研
修
」

Ｐ
．
６
０
０
０

　

場
所
：
東
京
自
治
会
館　

講
堂
（
４
Ｆ
）  

日
時
：
平
成
27
年
12
月
４
日
（
金
）

時
間
：
９
時
30
分
～
16
時
30
分

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
■
１
「
発
達
障
害
の
理
解
」

（
概が

い
ろ
ん論

）

講
師
：
東
京
都
立
多
摩
総
合
精
神
福
祉
セ
ン

タ
ー　

生
活
訓
練
科
長　

川
田　

深
志
氏  

２
「
発
達
障
害
が
あ
る
人
へ
の
支
援
」　
　

　

～
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

実
践
か
ら 

…
学
齢
期
を
中
心
に
～ 　

講
師
：
東
京
都
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
長　

山
崎　

順
子     

感
想
『
発
達
障
害
と
は
、
先
天
的
に
脳
の
発

達
に
偏

か
た
よ

り
が
あ
り
、
脳
機
能
の
一
部
に
障
害

が
あ
り
ま
す
。
通
常
で
あ
れ
ば
成
長
す
る
過

程
で
身
に
つ
く
「
社
会
性
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」
な
ど
が
、
身
に
つ
き
に
く

い
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

社
会
的
適
応
が
困
難
に
な
り
や
す
い
し
、

親
子
関
係
の
葛か

っ
と
う藤

に
よ
る
心
理
的
な
問
題
の

よ
う
な
心
の
問
題
に
よ
る
育
て
方
の
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
発
達
障
害
の
特
性

が
現
れ
始
め
る
の
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
で
成

長
す
る
に
し
た
が
っ
て
特
性
が
目
立
た
な
く

な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
成
人

し
た
後
も
、
特
性
が
持
続
す
る
場
合
が
多
い
』 

　

僕
は
こ
れ
ら
の
見
地
か
ら
発
達
障
害
と

は
、
社
会
性
が
な
い
と
い
う
よ
り
順
応
性
に

欠
け
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
い
く
ら
社
会
と

い
っ
た
か
ら
と
い
っ
た
っ
て
、
社
会
を
創
っ

た
の
は
育
て
ら
れ
た
人
間
で
、
周
り
と
少
し

変
わ
っ
て
い
る
か
ら
と
追
い
や
る
の
は
か
わ

い
そ
う
で
す
。
な
の
で
、
僕
は
常
識
に
と
ら

わ
れ
な
い
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま

し
た
。

　

賛
成
反
対
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
反
社
会
的

な
文
化
言
動
が
少
な
か
ら
ず
生
ま
れ
、
周
り

か
ら
批
判
非
難
を
浴
び
る
者
と
し
て
は
、
日

本
社
会
に
は
平
均
す
る
と
こ
ろ
に
部
外
者
へ

の
い
じ
め
が
あ
り
、
い
じ
め
を
解
消
さ
せ
る

に
は
癖く

せ

の
あ
る
個
性
が
、
日
本
社
会
に
必
要

だ
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
だ
っ
て
「
み
ん
な
、

生
ま
れ
も
育
ち
も
親
も
誰
も
み
な
同
じ
人
生

は
な
い
ん
だ
よ
」

　

僕
は
、
発
達
障
害
な
ら
び
に
三
障
害
を
通

し
て
、
障
害
者
の
理
解
を
不
平
不
満
の
異
見

を
身
を
持
っ
て
提
示
し
続
け
ま
す
。

　

支
援
と
配
慮
は
障
害
者
を
必
ず
や
救
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
障
害
者
を
支
援
す
る

職
業
も
健
常
者
に
は
あ
る
し
、

障
害
者
で
あ
っ
て
も
社
会
性
は
あ
り
ま
す
。 

　

や
あ
、
ま
た
ま
た
コ

ル
ベ
神
父
だ
よ
。
次
も

Ｐ
．
６
０
０
０
さ
ん
の

レ
ポ
ー
ト
（
多
摩
総
研

修
）
だ
よ
。

多摩総

研

修

レ
ポ
ー
ト

ＡＤＨＤ？
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平
成
27
年
度

　
　
　

「
地
域
移
行
支
援
・

　
　
　
　
　

地
域
定
着
支
援
研
修
」

場
所
：
国
分
寺
労
政
会
館　

第
４
会
議
室  

日
時
：
平
成
27
年
10
月
28
日
（
水
）

時
間
：
９
：
30
～
16
：
30 

プ
ロ
グ
ラ
ム

第
１
部　

「
精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
を
支

え
る
」 　
　

 　

講
師　

社
会
福
祉
法
人
は
ら
か
ら
の
家
福
祉

会　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ッ
ツ  　
　
　

総
合
施
設
長　
　
　
　
　
　
　

伊
澤　

雄
一  

「
東
京
都
の
地
域
移
行
事
業
の
活
動　

～
ピ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
と
も
に
～
」  　
　

　
　
　

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー　
　

吉
田　

尚
子

 　
　
　

同
じ
く　
　
　
　
　

高
木　

葉
子  

第
２
部　

「
東
京
都
に
お
け
る
精
神
障
害
者

の
地
域
移
行
の
取
り
組
み
」 　
　

 　
　

講
師　

東
京
都
立
多
摩
総
合
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー　

広
報
援
助
課
統
括
課
長
代
理 　
　

地
域
体
制
整
備
担
当
係
長　

平
川　

千
鶴  

第
３
部
・
地
域
移
行
支
援
実
践
報
告
①  

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
き
ぬ
た　
　

有
馬　

慧 　

こ
こ
ろ
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
町
田　

竹
谷　

悠
輝 　
　

町
田
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ビ
ギ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
田　

直
子   　
　

・
地
域
移
行
支
援
実
践
報
告
② 

や
さ
か
記

念
病
院　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
斉　

雅
人 

指
定
相
談
支
援
事
業
所
野の

の
花は

な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波
佐　

裕
子 　
　

相
談
支
援
事
業
所　

暖だ
ん　

　
　

田
中　

文
人 　
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー　

連れ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
河
原　

慈
敦 　
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
ー
ト
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

則
昭   　
　

・
地
域
移
行
支
援
実
践
報
告
③  　
　

社
会
福
祉
法
人
は
ら
か
ら
の
家
福
祉
会　

地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ッ
ツ

総
合
施
設
長　
　
　
　
　
　
　

伊
澤　

雄
一

  〈
感
想
〉
「
障
害
者
総
数
は
、
７
８
７
．
９
万

人
（
人
口
の
約
６
．
２
％
に
相
当
、
そ
の
う

ち
の
精
神
障
害
者
は
３
２
０
．
１
万
人
）
障

害
者
数
全
体
、
そ
し
て
、
在
宅
、
通
所
の
障

害
者
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。
」 

こ
の
資
料

か
ら
、
長
期
入
院
患
者
が
多
く
僕
は
、
医
者

や
施
設
が
今
す
ぐ
無
く
な
ら
な
い
と
い
う
危

機
感
に
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、

政
府
か
ら
の
障
害
者
基
礎
年
金
を
受
け
る
身

で
あ
り
、
医
療
で
飯
食
っ
て
い
る
僕
は
、
悲

観
視
し
ま
す
。
働
き
口
が
無
い
の
と
同
時
に

時
間
ば
か
り
だ
け
が
過
ぎ
去
っ
て
い
く
現
状

に
、
僕
ら
の
人
生
は
医
療
に
投
資
依
存
す
る

出
会
い
の
無
い
管
理
さ
れ
た
墓
場
。
こ
れ
で

は
一
生
病
院
か
ら
抜
け
出
せ
ま
せ
ん
。
現
に

僕
は
、
も
う
17
年
も
通
院
し
続
け
先
の
永
い

医
療
に
不
満
ば
か
り
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
不
満
が
い
や
で
い
や
で
、
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
週
一
で
も
通
い
た
く
な
い
で
す
。

も
っ
と
自
由
に
生
き
た
い
。
縛
ら
れ
た
く
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
僕
は
、
Ｂ
型
の
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス

八
王
子
を
活
動
の
場
に
選
び
ま
し
た
。
自
分

の
生
活
が
本
当
に
ど
う
処
理
し
て
い
い
か
判

別
つ
か
な
い
で
す
。

　

出
会
い
と
情
報
が
な
い
の
は
悔
や
ま
れ
ま

す
。
ど
の
障
害
者
も
医
者
に
気
づ
か
れ
ず
、

双
方
悩
み
の
種
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

入
院
患
者
の
悩
み
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

退
院
希
望
で
も
遠
方
希
望
や
住
む
場
所
も
な

く
、
家
族
の
協
力
が
得
に
く
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

た
だ
、
一
方
で
病
院
側
も
早
期
退
院
に
向

け
て
補
助
を
受
け
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
患

者
側
も
よ
り
早
い
退
院
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

醜
み
に
く

い
ア
ヒ
ル
で
も
、
隔か

く
り
し
つ

離
室
か
ら
自
由
な

大
空
へ
羽
ば
た
き
た
い
と
思
う
気
持
ち
あ
る

障
害
者
は
、
少
な
か
ら
ず
僕
だ
け
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
障
害
者
に
は
地
域
移
行
支

援
・
定
着
支
援
の
円え

ん
か
つ滑

さ
が
必
要
で
す
。

国
分
寺
労
政
会
館
。

各
種
学
習
会
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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安
兵
衛

　

毎
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
で
東
京
都
知
事

は
石
原
知
事
時
代
か
ら
あ
る
い
は
そ
れ
以
前

か
ら
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
招

し
ょ
う

致ち
ば
い
し
ゅ
う
ぎ
わ
く

買
収
疑
惑
。

　

毎
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
た
め
に
世
界

各
国
で
持
ち
回
り
か
何
か
知
ら
な
い
が
Ｉア

イ
オ
ーＯ

Ｃシ
ー

委
員
な
る
貴き

ぞ
く
ぜ
ん

族
然
と
し
た
連
中
が
各
都
市

に
招
待
さ
れ
、
贅ぜ

い
た
く
ざ
ん
ま
い

沢
三
昧
の
も
て
な
し
を
受

け
て
、
開
催
地
を
決
め
て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
は
放
映
権
だ
と
か
、
ス
ポ
ー
ツ
商

品
製
造
企
業
と
か
、
多
額
の
お
金
が
絡
ん
で

い
る
。

　

そ
の
多
額
の
お
金
目
当
て
で
、
政
府
主
導

で
税
金
を
使
っ
て
う
ご
め
く
。

　

い
っ
た
い
誰
の
た
め
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な

ん
だ
。
一
部
の
連
中
の
金
儲
け
の
た
め
の
ス

ポ
ー
ツ
資
源
と
し
て
税
金
を
湯
水
の
よ
う
に

使
っ
た
り
、
招
致
の
た
め
に
大
名
旅
行
然
と

し
た
旅
費
を
浪
費
し
て
招
致
活
動
を
す
る
各

国
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
た
ち
。

　

サ
ッ
カ
ー
の
Ｆフ

ィ

ー

フ

ァ

Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

に
関
し
て
も
理
事
た
ち
の
買
収
事
件
が
明
る

み
に
な
っ
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
か
、
と

う
な
ず
い
て
し
ま
う
現
実
が
あ
る
。

　

大
き
な
お
金
が
動
く
と
こ
ろ
に
は
ハ
イ
エ

ナ
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
関
連
貴
族
の
よ
う
な

連
中
が
う
ご
め
く
。

　

子
供
た
ち
の
夢
、
若
い
選
手
た
ち
の
夢
を

ぶ
ち
壊
す
よ
う
な
腐
敗
し
き
っ
た
各
ス
ポ
ー

ツ
業
界
。

　

こ
ん
な
薄
汚
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
の
た
め

に
選
手
た
ち
は
日
頃
か
ら
、
身
を
粉
に
し
て

練
習
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　

租そ
ぜ
い
か
い
ひ
し
ゃ
い
ち
ら
ん
ぶ
ん
し
ょ

税
回
避
者
一
覧
文
書
＝
パ
ナ
マ
文
書
の

中
に
は
ス
ポ
ー
ツ
業
界
の
名
だ
た
る
人
物
も

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
だ
。

　

世
の
中
は
こ
こ
ま
で
腐
敗
し
て
き
た
の
か

と
情
け
な
く
な
る
。

　

何
と
か
な
ら
な
い
の
か
、
額
に
汗
し
て
働

い
た
も
の
が
報
わ
れ
な
い
世
の
中
で
は
息
が

詰
ま
る
だ
け
で
な
く
、
生
き
て
い
く
意
味
が

見
い
だ
せ
な
く
な
る
。

　

　

選
挙
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

 
 

 

　
　

編
集
部

　

去
る
７
月
10
日
（
日
）
参
議
院
議
員
選
挙
、

同
じ
く
31
日
（
日
）
東
京
都
知
事
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
両
選
挙
と
も
60
％
に
届
き
そ

う
な
投
票
率
に
達
し
、
よ
う
や
く
諦て

い
ね
ん念

に
満

ち
た
有
権
者
た
ち
の
目
が
政
治
に
向
き
始
め

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

参
議
院
議
員
選
挙
の
争
点
は
、
野
党
が
憲

法
改
正
阻
止
、
与
党
が
い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
と
、
は
じ
め
か
ら
か
み
合
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
結
果
、
与
党
（
自
民
公
明
）
＋
こ
こ

ろ
お
お
さ
か
維
新
で
全
参
議
院
の
議
席
の
３

分
の
２
を
確
保
は
し
た
も
の
の
大
勝
し
て
喜

ん
で
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
野
党
は

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
替
わ
る
経
済
政
策
を
打
ち

出
せ
れ
ば
…
と
い
う
の
は
あ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

東
京
選
挙
区
で
は
、
自
民
２
、
民
進
２
、

公
明
１
、
共
産
１
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し

た
。
痛
み
分
け
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。

　

東
京
都
知
事
選
挙
は
、
良
く
も
悪
く
も
小

池
、
増
田
、
鳥
越
の
３
氏
を
中
心
に
展
開
さ

れ
、
争
点
は
待
機
児
童
、
保
育
所
（
園
）
と

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
し
た
。
３
氏
の
政
策

面
に
大
き
な
差
が
な
い
と
な
る
と
、
人
気
投

票
的
な
展
開
、
ま
た
ネ
ガ
キ
ャ
ン
の
嵐
。
い

い
加
減
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

結
果
は
、
小
池
百
合
子
氏
が
当
選
、
以
下
、

増
田
寛
也
氏
、
鳥
越
俊
太
郎
氏
、
上
杉
隆
氏
、

桜
井
誠
氏
が
得
票
上
位
５
人
に
な
り
ま
す
。

　

選
挙
の
結
果
は
結
果
と
し
て
、
憲
法
改
正

し
て
国
民
に
義
務
だ
義
務
だ
言
う
前
に
、
自

治
体
の
首
長
と
し
て
、
ま
た
国
会
議
員
と
し

て
の
義
務
を
果
た
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

次号予告

　急遽、特集記事として、７月

２６日に相模原市津久井郡の

「やまゆり園」で発生した事件

について掲載します。その他、

ボリショイサーカス、八王子ま

つり、医療観察法、オリンピッ

ク、時事政治、などいろいろ…

本来の「ごった煮」的「ほっと」

に戻りたいなと思っている今日

このごろの編集部でした。

編　

集　

後　

記

▼

「ほ
っ
と
」
の
読
者
も
２
０
０
０
越
え
、
こ
れ
も

ひ
と
え
に
読
者
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
い
つ
も

ご
声
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
最
近
、
「グ
ロ
ー
バ
ル
」
な
る
言
葉
も
よ
く
耳

に
し
ま
す
。
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
八
王
子
で
も
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
方
２
名
体
制
で
昼
食
を
つ
く
っ
て
い
た
だ

い
た
り
、
英
会
話
教
室
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
も

し
て
い
ま
す
。
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

▼
将
来
的
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
有
志
に
よ
っ
て
、
外

国
語
版

「ほ
っ
と
」
み
た
い
な
も
の
も
で
き
た
ら
い

い
な
あ
と
ち
ょ
っ
と
だ
け
思
っ
た
り
。

▼
こ
の
国
際
化
の
時
代
、
日
本
に
対
す
る
注
目
は

さ
ら
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
外
国
の
み

な
さ
ん
が
日
本
に
興
味
を
持
つ
く
ら
い
、
日
本
の

皆
さ
ん
も
、
世
界
に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思

う
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
編
集
部
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致

　
　
　
　

と
不
正
疑
惑

「♪オリンピックの顔と顔～♪」
ある意味オリンピックの「顔」である
ウサイン・ボルト選手（ジャマイカ）


